
                            

          

道
元
さ
ま
が
弟
子
た
ち
に
話
さ
れ

た
。「
海
中
に
竜
門
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
波
も
し
き
り
に
立
っ
て
い
る
。
ど
ん

な
魚
で
も
、
こ
の
波
を
過
ぎ
れ
ば
必
ず

竜
と
な
る
。
ゆ
え
に
竜
門
と
言
う
。
禅
僧

の
儀
式
も
し
か
り
、
場
所
も
他
所
と
同

じ
で
あ
る
が
、
ひ
と
た
び
修
行
道
場
の

門
に
入
れ
ば
必
ず
仏
と
な
り
祖
と
な

る
。
た
だ
出
家
し
て
修
行
の
場
に
入
る

か
入
ら
な
い
か
だ
け
の
こ
と
な
り
。
海

中
の
魚
が
竜
門
を
過
ぎ
る
か
過
ぎ
な
い

か
だ
け
で
あ
る
。」 

五
年
半
の
修
行
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
五

十
五
年
の
二
祖
孤
雲
懐
奘
禅
師
七
百
回

大
遠
忌
法
要
を
終
え
て
秋
に
下
山
し
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
五
十
年
、
令
和
十
二
年

に
は
二
祖
様
七
百
五
十
回
忌
を
迎
え
る
。 

 

叢
林
と
は
樹
木
が
叢
が
っ
て
い
る
林

の
こ
と
で
修
行
道
場
を
指
し
て
い
る
。
髪

を
剃
り
、
袈
裟
を
着
け
、
志
を
同
じ
く
す

る
修
行
者
と
と
も
に
、
道
場
の
規
則
に
従

い
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
仏
道
に

励
め
ば
自
ず
と
よ
き
僧
侶
と
な
る
。 

ま
た
、
道
元
禅
師
は
、
「
霧
の
中
を
行

け
ば
覚
え
ざ
る
に
衣
し
め
る
。
よ
き
人
に

近
づ
け
ば
覚
え
ざ
る
に
よ
き
人
と
な
る

な
り
」
と
同
じ
随
聞
記
の
中
に
示
さ
れ
て

い
る
。
何
も
叢
林
で
の
修
行
に
限
ら
な
い

が
、
人
は
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
よ
っ
て

知
ら
な
い
う
ち
に
影
響
を
受
け
る
。
ま
わ

り
の
言
葉
や
態
度
に
、「
覚
え
ざ
る
に
衣

し
め
る
」
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
感

化
さ
れ
て
い
く
。
よ
き
人
、
よ
き
言
葉
、

よ
き
行
い
、
よ
き
縁
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、「
よ
き
人
と
な
る
」。 

現
代
社
会
は
い
ろ
い
ろ
な
情
報
で
溢

れ
て
い
る
。
よ
い
環
境
の
中
、
何
が
正
し

い
こ
と
か
、
よ
い
こ
と
か
、
し
っ
か
り
見

極
め
な
が
ら
、
我
々
大
人
は
範
と
な
る
生

き
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

令
和
八
年 

年
回
忌
表 

[

回
忌]

 
 

 
 
[

没
年]

 

一
周
忌     

令
和
七
年 

三
回
忌     

令
和
六
年 

七
回
忌 

 
 

令
和
二
年 

十
三
回
忌   

平
成
二
十
六
年 

十
七
回
忌   

平
成
二
十
二
年 

二
十
三
回
忌 

平
成
十
六
年 

二
十
七
回
忌 

平
成
十
二
年 

三
十
三
回
忌 

平
成
六
年 

五
十
回
忌   

昭
和
五
十
二
年 

百
回
忌     

昭
和
二
年 

 

▼
令
和
八
年
度(2

0
2

6
)

の
年
回
忌
表
で
す
。 

当
寺
で
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
本
堂

に
は
張
り
出
し
し
て
い
ま
せ
ん
。
年
忌
に
当

た
ら
れ
て
い
る
各
家
に
は
昨
年
十
一
月
中
旬

に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
▼
日
曜
・
祝
日
の
ご
法
事
の
申
し
込
み

は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
「
周
」

は
「
め
ぐ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
亡

く
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
め
ぐ
り
し
た
翌

年
の
そ
の
日
を
一
周
忌
と
呼
ぶ
。
回
忌
と
は

亡
く
な
ら
れ
た
日
を
最
初
の
忌
日
と
考
え

て
、
三
回
目
の
忌
日
が
「
三
回
忌
」
と
な
る
。

以
降
は
丸
六
年
目
が
七
回
忌
、
丸
十
二
年
目

が
十
三
回
忌
と
な
る
。 
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海
中
に
竜
門
と
云
う
処
あ
り
。
浪
頻

り
に
作
な
り
。
諸
の
魚
、
波
の
処
を
過
ぐ

れ
ば
必
ず
竜
と
成
る
な
り
。
故
に
竜
門

と
云
う
な
り
。
（
中
略
）
衲
子
の
儀
式
も

是
れ
を
も
て
知
る
べ
し
。
処
も
他
所
に

似
た
れ
ど
も
、
叢
林
に
入
れ
ば
必
ず
仏

と
な
り
祖
と
な
る
な
り
。
（
中
略
）
た
だ

叢
林
に
入
る
と
入
ら
ざ
る
と
な
り
。
竜

門
を
過
ぐ
る
と
過
ぎ
ざ
る
と
な
り
。 

正
法
眼
蔵
随
聞
記 

 
昭和５０年永平寺修行 

 

昭
和
五
十
年
、
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
卒

業
と
同
時
に
大
本
山
永
平
寺
で
の
修
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
ア
パ
ー

ト
で
自
由
気
ま
ま
に
暮
ら
し
、
お
経
の
一 

             

つ
も
知
ら
な
い
、
法
衣
も
ま
と
も
に
着
れ

な
い
、
法
要
の
所
作
も
全
く
分
か
ら
な
い

も
の
が
、
古
参
（
先
輩
）
の
修
行
者
に
厳

し
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
何
と
か
一
年
、

更
に
一
年
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に 



                             

前
永
平
寺
貫
首
・
南
澤
道
人
猊
下 

ご
遷
化 

 

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日 

世
寿 

百
歳 

南
澤
猊
下
に
は
平
成
十
二
年
、
（
当
時

永
平
寺
監
院
職
）
私
の
晋
山
結
制
式
（
住

職
就
任
披
露
）
の
一
番
重
要
な
西
堂
の
お

役
を
お
務
め
い
た
だ
き
、
ま
た
、
平
成
二

十
五
年
に
行
わ
れ
た
当
寺
授
戒
会
に
は

戒
師
（
当
時
副
貫
首
）
と
し
て
五
日
間
に

わ
た
り
、
戒
弟
七
十
名
に
ご
教
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。
な
お
、
ご
本
葬
の
儀
は
大
本

山
永
平
寺
に
て
九
月
十
一
日
に
挙
行
さ

れ
る
。 

 

子
ど
も
禅
の
つ
ど
い
開
催
案
内 

 

期
日 

九
月
十
二
日
（
土
） 

 

会
場 

広
厳
寺 

 

対
象 

小
学
生
三
十
名 

 

受
付 

午
前
八
時
三
十
分 

 

終
了 

午
後
三
時 

 

内
容 

坐
禅
、
読
経
、
灯
籠
作
り 

写経の会  毎月第２日曜 午後１時～３時（１月２月は休会）静かなお寺で功徳を積みましょう。 
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曹洞宗新潟県第四宗務所 

テレホン（WEB）法話 

和尚
おしょう

さんの言
こと

の葉
は

 

□
大
般
若
会
終
了 

 

六
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
大
般
若
会
を

厳
修
。
ご
寺
院
二
十
五
名
。
大
般
若
転
読
法

要
、
檀
信
徒
供
養
法
要
、
法
話
後
、
昼
食
お

持
ち
帰
り
に
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
参

詣
者
は
五
十
名
。
な
お
、
今
年
度
の
ご
法
話

は
新
潟
市
田
家
・
久
昌
寺
住
職
中
野
睦
宗

老
師
に
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
々

参
詣
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
檀
信 

         

□
研
修
旅
行
終
了 

 

五
月
二
十
、
二
一
日
（
一
泊
二
日
）
の
飛

騨
高
山
・
千
光
寺
参
拝
と
円
空
仏
資
料
館

拝
観
・
飛
騨
合
掌
造
り
、
高
山
散
策
・
下
呂

温
泉
の
旅
は
十
五
名
の
檀
信
徒
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
物

価
高
で
旅
費
も
高
騰
し
て
お
り
ま
す
が
、

年
に
一
度
の
お
寺
の
親
睦
を
兼
ね
た
研
修

旅
行
で
す
。
何
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
れ

ば
幸
甚
で
す
。 

＊曹洞宗「心の電話」 
TEL     0120-508-740 

携帯電話 03-3454-5410 

 
＊永平寺電話説法 

TEL     0776-63-3399 

 
＊スマホ、パソコン、タブレット
の Spotify アプリでも法話を聴
くことができます。 

 

曹洞宗関連のお話 

が沢山あります。 

＊
詳
細
は 

 
 

 

 

在
り
し
日
の
南
澤
禅
師
様 

平
成
二
十
五
年
授
戒
会 

 

 

 

 

 

中野睦宗老師 

授戒会祝賀会ご挨拶 

授戒会初日、住職、弟子三人、

寺族ご挨拶 

 

徒
皆
様
の
家

内
安
全
諸
願

成
就
祈
祷
及

び
先
祖
代
々

の
供
養
法
要

で
す
の
で
ぜ

ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 



                           

秋
の
仏
教
講
演
会 

期 
日 

十
月
六
日
（
火
） 

時 
間 

午
後
一
時
半
～
三
時 

会 

場 
広
厳
寺 

参
加
費 

五
百
円 

講 

師 

千
葉
公
慈 

先
生 

演 

題 
 

仏
教
の
い
ま
、
こ
れ
か
ら 

「
生
き
る
力
に
目
覚
め
る
た
め
に
」 

 

主
催 

胎
内
市
曹
洞
宗
寺
院
護
持
会 

共
催 

胎
内
市
仏
教
会 

         ＊
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

昭
和
三
九
年
（19

6
4

）
千
葉
県
市
原
市

生
ま
れ
、
同
市
宝
林
寺
住
職
、
東
北
福
祉

大
学
学
長
、
専
門
は
イ
ン
ド
仏
教
教
理

学
、
日
本
文
化
論
。
講
演
依
頼
多
数
。 

   
 

             

 
 
 

仏
事
の
知
識 

 
 

命
日 

 

命
日
は
亡
く
な
ら
れ
た
「
日
」
の
こ
と

で
、
月
ご
と
に
巡
っ
て
く
る
の
で
年
に
十

二
回
あ
る
。
こ
れ
を
「
月
命
日
」
と
呼
ぶ
。

亡
く
な
ら
れ
た
月
日
は
年
一
回
で
、
「
同

じ
月
・
同
じ
日
」
が
毎
年
め
ぐ
っ
て
く
る

日
の
こ
と
で
「
祥
月
命
日
」
と
い
う
。
年

に
一
度
の
特
別
な
命
日
を
指
す
。 

「
祥
」
の
字
は
、
め
で
た
い
、
よ
い
兆
し

と
い
う
意
味
で
使
う
が
、
中
国
で
は
死
は

「
凶
事
」
で
あ
る
が
、
供
養
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
吉
」
に
転
じ
て
い
く
と
さ

れ
、「
祥
」
を
用
い
て
「
祥
月
・
め
で
た
い

月
」
と
表
し
た
。（
諸
説
あ
り
）
そ
の
中
国

の
習
慣
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
法
事
の

一
周
忌
や
三
回
忌
は
そ
れ
ぞ
れ
「
小
祥
忌

（
し
ょ
う
じ
ょ
う
き
）
、「
大
祥
忌
（
だ
い

じ
ょ
う
き
）」
と
、「
祥
」
と
い
う
文
字
が

含
ま
れ
て
い
る
。
悲
し
み
の
中
で
、
懇
ろ

に
供
養
を
重
ね
て
行
く
こ
と
で
心
も
落

ち
着
き
整
っ
て
く
る
。 

 

＊
今
ま
で
の
仏
事
の
知
識
は
当
寺
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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境
内
風
景 

・
五
月
二
五
日 

シ
ロ
ア
リ
駆
除
床
下
点
検 

小
野
工
務
店 

・
六
月
一
日 

本
堂
裏
消
雪
バ
ル
ブ
修
理 

 
 
 
 

宮
嶋
工
業
所 

・
六
月
二
日
～
二
十
八
日 

 
 
 

涅
槃
聖
苑
氏
名
板
工
事 

 
 
 

無
縁
墓
（
慈
光
塔
）
工
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
津
屋
・
小
野
石
材 

・
六
月
五
日
～
七
月
三
日 

 
 

中
庭
、
位
牌
堂
前
側
溝
工
事 

宮
嶋
工
業
所 

・
六
月
十
九
日 

掲
示
板
修
理 

 

放
光 

・
七
月 

一
日 

墓
地
除
草
剤
散
布 

 
 

 
 

高
橋
土
建 

・
七
月 

三
日
・
八
日 

庭
樹
木
剪
定 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

グ
リ
ー
ン
櫛
形 

・
七
月 

四
日 

屋
根
瓦
・
雨
樋
修
理 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
澤
瓦
工
業
所 

・
七
月 

六
日 

不
老
閣
シ
ロ
ア
リ
駆
除 

 
 

 

小
野
工
務
店 

・
七
月 

九
日 

防
火
設
備
立
入
検
査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

胎
内
消
防
署 

・
七
月
三
一
日 

墓
地
ゴ
ミ
処
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
工
務
店 

 

 

 

仏
事
の
知
識  

 

◆
寺
院
葬
◆ 

乗
雲
閣
（
位
牌
堂
）
ホ
ー
ル
で 

通
夜
・
葬
儀
が
で
き
ま
す
。 

▼
コ
ロ
ナ
感
染
症
以
後
、
葬
儀
の
形
態
が

変
わ
り
ま
し
た
。
家
族
や
近
親
者
の
み
の

小
規
模
葬
が
一
般
的
と
な
り
、
葬
儀
社
会

館
で
の
葬
儀
も
少
人
数
で
執
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
寺
位
牌
堂
ホ
ー
ル
で
の
通

夜
、
葬
儀
は
控
え
室
も
あ
り
、
万
一
の
場

合
に
は
控
え
室
に
搬
送
し
お
寺
か
ら
出

棺
も
可
能
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

＊
八
月
は
お
盆
の
月
で
す
。
遠
い
ご
先
祖

さ
ま
を
思
い
、
お
世
話
に
な
っ
た
亡
き
人

に
供
養
の
誠
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

・
詳
細
はQ

R

コ
ー
ド
か
ら →

 
 

 

■
訃
報 

徳
岩
寺
三
十
三
世
遷
化 

 

令
和
八
年
六
月
十
五
日
、
胎
内
市
羽

黒
、
徳
岩
寺
三
十
三
世
住
職
・
淡
雪
勝
也

大
和
尚
（
市
村
勝
也
師
）
遷
化
。
世
寿
八

十
四
歳
。
七
月
二
十
六
日
逮
夜
、
二
十
七

日
本
葬
。
秉
炬
師
は
本
寺
・
大
輪
寺
住
職

市
村
新
五
師
が
お
務
め
さ
れ
た
。 
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動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。
檀

家
さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き
ま
す
。 

寂

光

塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
お
墓
継
承
に
お
悩

み
の
方
、
お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養
い

た
し
ま
す
。 

  

動物供養塔（ペットのお墓） 寂光塔（永代供養合同墓所） 

 

 

 
 ▼

位
牌
堂
の
各
家
位
牌
壇
の
ロ
ー
ソ
ク
、

お
線
香
に
つ
い
て 

お
寺
で
用
意
し
た

ミ
ニ
ロ
ー
ソ
ク
、
お
線
香
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。
お
線
香
は
香
炉
か
ら
灰
が
こ
ぼ
れ

な
い
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
に
立
て
、
お
参
り

が
済
み
ま
し
た
ら
点
し
た
ロ
ー
ソ
ク
は

火
災
予
防
の
為
必
ず
火
を
消
し
て
く
だ

さ
い
。
各
家
の
お
仏
壇
の
お
線
香
、
ロ
ー

ソ
ク
使
用
の
際
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
墓
地
の
自
然
ゴ
ミ
（
枯
れ
枝
、
枯
れ
草
、

枯
れ
た
お
供
え
の
お
花
等
）
は
、
お
寺
で

業
者
に
依
頼
し
て
処
分
し
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
お
花
を
包
ん
で
あ
っ
た
紙
、
ビ
ニ

ー
ル
類
、
お
墓
掃
除
の
た
わ
し
、
雑
巾
、

洗
剤
容
器
、
欠
け
た
茶
碗
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
等
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
各
自
持

ち
帰
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

□
無
縁
墓
（
慈
光
塔
）
建
立 

 

涅
槃
聖
苑
脇
に
無
縁
仏
供
養
塔
を
建

立
い
た
し
ま
し
た
。
「
無
縁
仏
」
と
は
、

供
養
を
し
て
く
れ
る
縁
者
が
い
な
く
な

っ
た
故
人
、
身
寄
り
が
な
く
弔
っ
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
ま 

ま
の
遺
骨
を
言
い
、 

自
治
体
な
ど
か
ら 

も
身
寄
り
が
確
認 

で
き
ず
、
引
き
取 

り
手
の
な
い
遺
骨
を
多
数
預
か
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
う
言
っ
た
遺
骨
を
納
骨
し
供

養
す
る
た
め
の
お
墓
で
す
。
お
墓
の
名
前

は
慈
光
（
じ
こ
う
）
塔
と
名
付
け
ま
し
た
。 

       
 

□
涅
槃
聖
苑
（
ね
は
ん
せ
い
え
ん
） 

昨
年
建
立
し
た
お
墓
は
、「
個
人
集
合

型
合
葬
墓
」
と
言
い
、
永
代
供
養
を
希

望
す
る
方
の
お
墓
で
す
。 

           

こ
の
合
葬
（
集
合
）
墓
は
個
別
に
安

置
で
き
ま
す
。
七
回
忌
ま
で
安
置
し
そ

の
後
合
祀
供
養
に
な
り
ま
す
。
初
め
か

ら
合
祀
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

近
年
は
、
一
、
経
済
的
に
お
墓
を
維

持
す
る
の
が
難
し
い
、
二
、
子
ど
も
が

地
元
を
離
れ
て
い
る
の
で
お
墓
を
建
て

て
も
継
承
が
で
き
な
い
、
三
、
単
身
で

身
寄
り
が
な
く
後
継
者
が
い
な
い
、
四
、

相
続
人
が
無
い
た
め
実
家
の
家
系
が
絶

え
て
し
ま
う
等
の
悩
み
や
不
安
を
抱
え

て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
詳

細
は
お
寺
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

            

《
お
寺
か
ら
の
お
願
い
》 

 

 
 

□
お
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
り 

こ
の
時
期
、
空
気
が
乾
燥
し
て
お
り
、
各 

所
で
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
お
墓
の 

お
参
り
の
際
は
墓
地
の
枯
れ
草
等
乾
燥
し 

て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
十
分 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
墓
前
で
の
迎
え
火 

は
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
お
止
め 

く
だ
さ
い
。
盆
灯
籠
も
点
さ
な
い
よ
う
お 

願
い
し
ま
す
。 

 

●
本
堂
、
位
牌
堂
お
参
り
に
つ
い
て 

 

消
防
署
か
ら
「
火
の
取
り
扱
い
」
に
つ
い

て
、
ロ
ー
ソ
ク
、
線
香
を
灯
す
際
は
十
分
注

意
す
る
よ
う
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
お
気

を
付
け
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


